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2020 年 1 月 24日 

遺伝子変異に応じた最適な治療の選定に向けて福島県立医科大学と共同研究 

3次元解析を用いて抗がん剤の薬効評価手法の確立を目指す 

肺がん患者由来のがんオルガノイド※1に対する薬効評価を推進 
 
オリンパス株式会社（社長:竹内 康雄）は、福島県立医科大学（学長:竹之下 誠一）と、3次元解
析を用いた抗がん剤の薬効評価手法の確立を目指して、2020年 1月から共同研究の第 2 フェーズを開
始しました。本研究では、オリンパスの持つイメージング技術、3 次元細胞解析技術を駆使し、福島県立
医科大学が所有する、さまざまな遺伝子変異を持った肺がん患者由来のオルガノイドに対して、画像を用
いた抗がん剤のメカニズム解析や薬効評価を行っていきます。 
 
両者は、がん患者の遺伝子変異に基づいた最適な抗がん剤の開発および治療方針の選定法の確立を目指して、

2018 年 10 月より共同研究を開始しました。その結果、肺がんオルガノイド内において、免疫細胞が分子標的薬※2

を介して、がん細胞を攻撃する現象を定量評価することに成功し、2019 年 6 月に論文※3発表を行っています。 

共同研究の第 2 フェーズでは、これまでの共同研究で確立した 3 次元細胞解析ソフトウェア「NoviSight※4」による
定量化手法を用いて、抗がん剤がさまざまな遺伝子変異を持つ肺がん患者由来のオルガノイドに及ぼす影響を評価
します。これにより、がん遺伝子と投与した抗がん剤の関係性が明らかになり、抗がん剤の有効性を評価する手法の
確立につながります。将来的には、患者ごとの治療方針の決定や、創薬スクリーニングへの応用が期待できます。 

本研究を通じて、個人の遺伝子変異に応じた最適な治療の選定へ貢献するとともに、3 次元細胞モデルのイメー
ジング・解析技術を確立することで創薬プロセスを改善し、製薬企業の抱える創薬の開発リスク低減に貢献します。 

 
※1  複数の細胞が凝縮して塊状になっている、試験管内で作られた組織様構造体。 

※2  がん細胞に特異的に発現する分子や遺伝子をターゲットとして、がん細胞の分裂や増殖を抑制する抗がん剤の一種。 

※3  著 福島県立医科大学 高橋信彦先生（https://www.mdpi.com/2073-4409/8/5/481#cite） 

※4 2018年9月より米国のみで販売。薬剤による細胞の生存比率の変化や形態への影響などの情報を定量的に評価可能。 

（https://www.olympus.co.jp/news/2018/nr00893.html） 

 

 

科学事業とは 

主な製品は光学顕微鏡と工業用内視鏡および非破壊検査機器です。科学事業はこれらを通して、医療・生命科学・産業分野における研究開

発、生産現場における品質向上、航空機や大型プラントなどの検査による社会インフラの安心・安全確保に貢献しています。 
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▪共同研究の背景 
がん医学において遺伝的研究が進んでおり、何百もの遺伝子が、がんの発病・進行に関係していることや、遺伝子

発現パターンが個人によって異なることがわかっています。そのため、抗がん剤を汎用的に投与する治療法ではなく、数
ある抗がん剤の中から個人に最適な治療薬を選択して投与するプレシジョン･メディスンの検討が進められています。 

抗がん剤の開発では、扱いやすいという特長から株化がん細胞が薬効試験に広く用いられてきました。しかし株化
細胞は長期間継代培養することでがん細胞が本来有する遺伝的特性が変化し、抗がん剤評価の正しさに影響を与
えることが課題となっています。福島県立医科大学医療-産業トランスレーショナルリサーチセンターでは、がん患者から
採取したがん組織をオルガノイド培養し、遺伝子変異情報と併せて提供しています。患者由来がんオルガノイドは、が
ん組織の遺伝子変異を再現しており、長期間培養してもその変異が失われにくいため、生体内のがんに近いモデルと
して、創薬メーカーから近年注目を集めています。 

オリンパスは、細胞集塊の形状を維持したままオルガノイドを観察・解析して、薬剤による細胞の生存比率の変化
や形態への影響などの情報を定量的に評価できる 3 次元細胞解析技術を搭載した「NoviSight」を開発しました。
両者はそれぞれの強みを生かし、2018 年 10 月より共同研究を開始しています。 

 

▪福島県立医科大学について 
福島県立医科大学は、福島県民の保健・医療・福祉に貢献する医療人の教育および育成を目的に設立された

大学であると同時に、研究機関として、研究成果を広く世界に問いかけるという重要な使命を担っています。 

 2011 年の東日本大震災と原子力発電所事故後、医療と健康の面から福島の復興を支えることをいち早く宣言
し、世界各地の医療機関、研究機関と連携した活動を加速させています。その活動の一環として、2012 年に「医療
－産業トランスレーショナルリサ－チセンター（https://www.fmu.ac.jp/home/trc/）」を設置しました。医療界と産業
界を円滑に橋渡しすることで、がんを中心とした諸疾患の新規治療薬・診断薬・検査試薬などの開発支援を多面的
に行っています。 

 この取り組みを通して、福島県における医薬品関連産業の創出・集積および雇用創出に貢献するとともに、福島
県内のがん治療、診断の質向上に寄与し、県民の健康の維持向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本リリースに掲載されている社名及び製品名は各社の商標または登録商標です。 
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